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廃棄物減量等推進審議会委員
（敬称略）

分　　　野氏　　名
市民公募　市川フミ子

公益団体（小平商工会）　猪熊　勇一

市民公募　木村　肇

事業者（小平商工会）　小池　實

市民公募　近藤　幸夫

事業者（再資源化業者）　紺野　武郎

学識経験者◎後藤弘太郎

市民公募　佐藤　秀夫

市民公募　澤藤　聡

市民公募　島　　京子

市民公募○白相　和子

公共代表（学校長）　鈴木　清

市民公募　千田　陽一

市民団体代表（ごみ減量
推進実行委員会）　林田　良子

市民公募　馬場　悦子

事業者（農業経営者）　福島　和宏

市民公募　藤森　謙作

市民団体代表（生活協同
組合）　藤原　紀子

事業者（清掃事業協同組合）　堀　　恵子

事業者（大規模小売店）　吉田　康史

※◎会長、○副会長。

　

市
は
、６
月　

日
、東
京
都
理

２６

容
生
活
衛
生
同
業
組
合
小
平
支

部
と
「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
の
理
容

サ
ー
ビ
ス
業
務
の
提
供
に
関
す

る
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
の
主
な
内
容
は
、

災
害
時
、
避
難
生
活
が
長
期
化

し
た
と
き
に
、
床
屋
さ
ん
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
避
難
生
活
者

を
対
象
に
、
小
平
支
部
が
散
髪

や
洗
髪
な
ど
の
利
用
サ
ー
ビ
ス

を
無
料
で
提
供
す
る
も
の
で

す
。
市
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
で

使
わ
れ
た
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の

消
耗
品
の
費
用
を
負
担
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
協
定
は
都
内

で
は
４
例
目
、
多
摩
地
区
で
は

初
の
締
結
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
か
ら
自
分
と
家
族
、
そ

し
て
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
る

た
め
に
は
、
地
域
の
結
び
付
き

が
重
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
近

所
づ
き
あ
い
を
大
切
に
し
、
防

災
訓
練
な
ど
の
地
域
活
動
を
通

じ
て
、
災
害
時
に
助
け
合
う
こ

と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
で
は
、
地
域
で
防

災
活
動
に
取
り
組
む
市
民
組
織

（
お
お
む
ね
百
世
帯
以
上
）
に

対
し
て
、
補
助
制
度
を
設
け
支

募
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設　

花
小
金
井
駅
北
第

一
有
料
自
転
車
駐
車
場
、
花
小

金
井
駅
北
第
二
有
料
自
転
車
駐

車
場
、
小
平
駅
東
有
料
自
転
車

駐
車
場
、
鷹
の
台
駅
南
有
料
自

転
車
駐
車
場

応
募
資
格　

有
料
自
転
車
駐
車

場
な
ど
の
管
理
お
よ
び
運
営
の

実
績
が
あ
り
、
指
定
期
間
中
、

安
全
か
つ
円
滑
に
対
象
施
設
の

管
理
運
営
を
行
う
こ
と
の
で
き

る
法
人
ま
た
は
団
体

募
集
要
項
配
布　

８
月
４
日

（
金
）
ま
で
、
交
通
対
策
課
で

配
布

※
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み　

８
月
４
日
（
金
）
の

午
後
５
時
ま
で
に
、
申
込
書
類

を
問
合
せ
先
へ
持
参

問
合
せ　

交
通
対
策
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
４
９

 　

道
路
に
看
板
、
日
よ
け
な
ど

を
出
す
と
き
は
、
道
路
占
用
許

可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
道
路

を
占
用
す
る
に
は
、
占
用
料
が

看
板
を
道
路
に

出

す

と

き

は

援
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

防
災
安
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
９

 
�
第
１
回　

軽
度
発
達
障
害
の

児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
の
あ
り

方
検
討
委
員
会

と　

き　

７
月　

日
（
金
）　

１４

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
２
０
１

会
議
室

傍
聴
申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

指
導
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
７
２

審
議
会
な
ど
の

審
議
会
な
ど
の

日

程

日

程

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
か

１９

ら
市
内
自
転
車
駐
車
場
４
か
所

の
管
理
を
す
る
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す
。
事
業
内
容
、
応

 　

６
月　

日
、
市
の
教
育
に
功

２３

労
の
あ
っ
た
教
職
員
な
ど
の
表

彰
式
が
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、

次
の
方
に
感
謝
状
、
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）。

〈
感
謝
状
〉

▽
退
職
者

　

真
弓
暁
子
（
前
四
小
校
長
）、

伊
東
ト
ミ
ヱ
（
前
上
宿
小
校

長
）、
吉
田
和
子
（
前
十
四
小

副
校
長
）、
白
井
貞
子
（
前
九

小
他
１
校
学
校
医
）、
大
島
映

翠
（
前
十
五
小
他
２
校
学
校

医
）、
小
林
ひ
ろ
み
（
前
三
小
他

３
校
学
校
医
）、
岩
坪
正
剛
（
前

八
小
学
校
歯
科
医
）、
佐
野
川

弘
子
（
前
十
小
学
校
薬
剤
師
）、

可
部
野
康
子
（
前
二
中
学
校
薬

剤
師
）、
佐
藤
和
子
・
後
藤
大

士
・
新
倉
朝
子
・
上
月
晴
恵

（
前
教
育
相
談
員
）、
柏
谷
茂

里
・
藁
谷
昭
敬
・
板
垣
惠
順
・

松
本
多
加
志
・
加
藤
忠
・
大
谷

泰
久
・
山
田
登
美
子
・
小
寺
浩

子
・
篠
原
泰
子
（
前
社
会
教
育

委
員
）、
河
野
史
郎
・
坂
上
多
津

夫
・
島
田
進
・
窓
日
孝
子
・
星

野
守
・
緑
川
多
喜
男
（
前
青
少

年
委
員
）、
杉
本
唯
夫
・
瀬
川
早

苗
・
酒
井
充
・
浅
見
智
徳
（
前

教
育
功
労
者
を
表
彰

体
育
指
導
委
員
）、
伊
東
ト
ミ 

ヱ
・
澤
川
菊
雄
・
鈴
木
良
貞
・

辰
巳
信
子
・
広
沢
友
一
・
塚
本

輝
司
・
武
内
真
純
・
近
藤
幸 

夫
・
日
台
利
夫
・
太
田
あ
や
子

（
前
公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
）、
望
月
邦
夫
（
前
図
書
館
協

議
会
委
員
）

▽
学
校
支
援
活
動
に
貢
献
し
た

団
体

　

こ
だ
い
ら
地
域
子
ど
も
教
室

四
小
・
八
小
地
区
実
行
委
員
会
、

市
立
全　

小
学
校
の
各
図
書
館

１９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
表
彰
状
〉

▽
小
平
市
教
育
研
究
（
教
材
開

発
、
所
属
は
平
成　

年
度
在
籍

１７

校
）

　

真
弓
暁
子
（
四
小
校
長
）、

小
池
隆
一
（
上
宿
小
主
幹
）、
山

蒼
一
樹
・
依
田
亜
希
子
（
四
小

教
諭
）、
松
野
泰
子
（
五
小
教

諭
）、
山
蒼
美
由
紀
（
七
小
教

諭
）、
森
田
由
紀
（
十
小
教
諭
）、

長
井
薫
（
十
一
小
教
諭
）、
井

上
浩
志
（
十
二
小
教
諭
）、
秦

美
穂
（
花
小
金
井
小
教
諭
）、

藤
原
裕
（
花
小
金
井
小
校
長
）、

山
田
正
樹
（
六
小
主
幹
）、
三

木
香
奈
子
（
六
小
教
諭
）、
高
木

潤
子
（
八
小
教
諭
）、
竹
内
智

（
花
小
金
井
小
教
諭
）、
小
瀬

ま
す
み
（
上
宿
小
教
諭
）、
西

正
弘
（
四
中
校
長
）、
矢
島
泰

年
（
六
中
副
校
長
）、
刀
根
武

史
（
上
水
中
主
幹
）、
清
水
國

義
（
二
中
教
諭
）、
阿
部
貴
浩

（
三
中
教
諭
）、
高
野
滋
（
四

中
教
諭
）

▽
小
平
市
特
色
あ
る
教
育
活
動

推
進
校

　

小
平
第
十
小
学
校
、
上
宿
小

学
校
、
小
平
第
二
中
学
校

▽
小
平
市
立
学
校
研
究
推
進
・

協
力
校

　

小
平
第
三
小
学
校
、
小
平
第

八
小
学
校
、
小
平
第
五
中
学
校

 　　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

委
員　

人
が
左
表
の
と
お
り
決

２０

ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
６
月　
１６

日
か
ら
平
成　

年
６
月　

日
ま

２０

１５

で
の
２
年
間
で
す
。

　

こ
の
審
議
会
で
は
、
ご
み
減

量
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
つ
い

て
調
査
・
審
議
し
、
市
へ
答
申

し
ま
す
。

問
合
せ　

ご
み
減
量
対
策
課
�

廃
棄
物
減
量
等

推

進

審

議

会

委

員

決

ま

る

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
が
安

心
、
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

に
、
看
板
や
日
よ
け
な
ど
を
設

置
す
る
場
合
に
は
、
右
図
の
よ

う
な
占
用
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

問
合
せ　

み
ち
づ
く
り
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
８
２
４

 　

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
け
る
造
成
工
事
が

造

成

工

事

が

始

ま

り

ま

す

小
川
町
一
丁
目

土
地
区
画
整
理
組
合

始
ま
り
ま
す
。
主
な
工
事
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

施
行
者　

小
川
町
一
丁
目
土
地

区
画
整
理
組
合

施
工
期
間　

７
月
下
旬
〜
平
成

　

年
３
月
中
旬

１９※
日
曜
日
を
除
く
。

地
区
の
所
在
地　

小
川
町
一
丁

目
の
一
部

工
事
種
別　

仮
設
工
事
、
道
路

築
造
工
事
、
上
下
水
道
工
事
、

ガ
ス
工
事

問
合
せ　

区
画
整
理
支
援
課
�

　

（
３
４
６
）９
５
５
８
、
小
川

０４２町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理
組
合

�
０
４
２（
４
０
９
）０
７
７
０

　

６
月　

日
を
も
っ
て
任
期
満

３０

了
と
な
っ
た
遠
藤
厚
之
助
委
員

の
後
任
と
し
て
、
７
月
１
日
付

で
笠
井
收
さ
ん
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
３

年
）。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の

基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
監
視
し
、
人
権
問

題
に
対
し
て
救
済
や
適
切
な
処

置
を
と
る
な
ど
、
常
に
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
毎
月
第
３
金
曜
日

（
原
則
）
の
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
（
受
付
は
３
時
ま
で
）、

人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
笠
井
收
さ
ん　

上
水
新
町
三

丁
目
�　

（
３
４
５
）２
５
５
９

０４２

　

な
お
、
現
在
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
、
次
の
方
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。

▽
鳴
海
多
惠
子
さ
ん　

中
島
町

�　

（
３
４
４
）
５
９
５
４

０４２
▽
宮
蒼
庄
一
さ
ん　

大
沼
町
一

丁
目
�　

（
３
４
１
）８
６
５
５

０４２

▽
青
木
節
子
さ
ん　

小
川
町
一

丁
目
�　

（
３
４
３
）９
７
７
１

０４２

▽
稲
田
百
合
さ
ん　

小
川
西
町

三
丁
目
�　

（
３
４
３
）
０
０

０４２

４
０

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
０
８

　

（
３
４
６
）
９
５
３
５

０４２

指

定

管

理

者

募

集

市
営
有
料
自
転
車
駐
車
場

占用基準

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

人

権

擁

護

委

員

に

　
　

笠

井 

收 

さ

ん

し
ゅ
う

小
平
市
第
三
次
長
期
総
合
計
画
だ
よ
り

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
か
ら
策
定
を

１５

進
め
て
き
ま
し
た
、「
小
平

市
第
三
次
長
期
総
合
計
画
�

こ
だ
い
ら　

世
紀
構
想
・
前

２１

期
基
本
計
画
」
が
出
来
上
が

り
、
４
月
か
ら
新
し
い
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
を
目
標
年
次

３２

と
し
た
「
こ
だ
い
ら　

世
紀

２１

構
想
」
は
、
平
成　

年
９
月

１７

に
制
定
さ
れ
、
同
時
に
平
成

　

年
度
ま
で
の
「
前
期
基
本

２７計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
社
会
変

化
を
踏
ま
え
、
従
来
か
ら
の

市
民
と
市
の
関
係
に
と
ら
わ

れ
ず
、
地
方
分
権
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
関
係
を

構
築
し
、
い
っ
そ
う
の
情
報

の
公
開
や
市
民
の
参
加
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
中
で
は
、
将
来
像
を

「
躍
動
を
か
た
ち
に　

進
化

す
る
ま
ち　

こ
だ
い
ら
」
と

し
、基
本
的
な
理
念
と
し
て
、

「
い
い
表
情
（
か
お
）
を
持

つ
」、「
い
い
郷
（
さ
と
）
で

あ
り
続
け
る
」、「
い
い
明
日

（
あ
し
た
）を
予
感
さ
せ
る
」

の
３
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
５
つ
の
将
来
都
市

像
と
し
て
、「
安
全
・
安
心

で
、
い
き
い
き
と
し
た
ま

ち
」、「
快
適
で
、
ほ
ん
わ
か

と
す
る
ま
ち
」、「
健
康
で
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
ま
ち
」、

「
住
み
や
す
く
、希
望
の
あ
る

ま
ち
」、「
健
全
で
、
進
化
す

る
ま
ち
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
構
想
を
実
現

す
る
た
め
の
「
明
日
へ
続
く

３
つ
の
ち
か
ら
」
と
し
て
、

「
地
域
力
」、「
民
活
力
」、

「
行
政
力
」
を
あ
げ
、
地
方

分
権
を
実
現
す
る
た

め
に
「
自
己
決
定
」、

「
自
己
責
任
」
を
果

た
し
な
が
ら
、
情
報

の
公
開
や
市
民
参
加

を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
長
期
総
合
計
画
は
、

市
民
参
加
を
含
め
３
年
間
か

け
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

内
容
を
着
実
に
実
施
し
、
結

果
を
次
の
計
画
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今

後
、
状
況
を
市
報
な
ど
で
お

伝
え
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
計
画
書
は
、
市
役

所
１
階
市
政
資
料
コ
ー
ナ

ー
、東
部
・
西
部
出
張
所
、図

書
館
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま

た
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、

東
部
・
西
部
出
張
所
で
販
売

し
て
い
ま
す
（
１
冊
１
千
６

百
円
）。

問
合
せ　

政
策
課
�　

（
３

０４２

４
６
）
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３

小
平
市
第
三
次

長
期
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

床屋さんと床屋さんと
災害協定を締結災害協定を締結

多摩地区で初

最
終
回


